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3年ぶり制限の無い大型連休。いかがお過ごしでしたでしょうか。報道を
見ていると日本各地、大変賑わっていました。多くの人々が、この連休を
心待ちにしていたことがよく分かりました。 
さて、先週５月２日の朝、校門での子供たちの姿がいつもと違っていま

した。元気な声で「おはようございます！」それもそのはず、その日は楽
しみにしていた春の遠足の日でした。何と３年ぶりの遠足、子供達も、き
っと心待ちにしていたことでしょう。３年生以下は、小学校に入って初め
ての遠足です。天候にも恵まれ、日中は暑い位の日差しでした。帰りにほ
んの少しだけ雨がぱらつきました。でも、行って帰る間、お日様が顔を出
し、みんなの遠足を喜んでくれていました。遠足に行く前には、「１年生歓
迎集会」を実施しました。当日は、嬉しいことに欠席0でした。全校生 124
名で、1年生を迎えた喜びを分かち合うことができました。嬉しい限りです。
その時、私の方から「中番小学校は、全校生と知り合いになれる学校です。」
と伝え、「全校生 124 名ぐらい、覚えるの大丈夫！」と話しました。そうで
す。中番小学校は、全校生、みんなが知り合いなのです。顔が分かる、知
っている、仲間になれるのです。このような学校であること、本当に素晴
らしい、嬉しいことだと思われませんか。 
遠足では、なかよし班活動を中心に行いました。活動が３種類用意され

ていました。1つ目、ウォークラリー。２つ目、遊具遊び。３つ目、なかよ
し班での活動。これらを 20 分から 30 分ずつ実施しました。ウォークラリ
ーでは、公園の中に隠されたクイズのカードを探してあちこち歩きました。
なかなか問題カードが見つからないようで、子供達は走り回って探してい

ました。やっと見つけた問題。解いた答えの言葉を並べ替えて正解を見つ
け出す。子供達にとっては、興味が湧く親しみやすい活動でした。その答
えは何と、「【たなかやすよし校長】せんせい」となっていました。【 】の
中が見つけ出す答えです。途中、「校長先生の名前は、何て言うのですか。」
と聞いてくる子供が数人いたので、答えは、きっと私に関係するすること
なのだろうとは思っておりました。言葉を並べ替え、答えを見つけて、私
のところまで来た子供達には、「おめでとう。」「合格です。」「正解です。」
などと声をかけて、シールを貼ってその頑張りを讃えました。２つ目の遊
具遊びでは、やっぱり子供ですね。遊具は、大好きです。滑り台を滑って
いる様子や大型遊具の中にいる子供達の笑顔が弾け、歓声が響いていまし
た。３つ目のなかよし班遊びでは、ドッチボール等をして、仲良く遊んで
いました。青空の下、元気に遊ぶ子供達の姿は本当に可愛く、微笑ましい
姿が随所に見られました。いよいよ楽しみにしていたお弁当の時間。みん
なで輪になり、間隔をとって食べました。普段から黙食をしているためか、
話す声は少なめ、低めでワイワイガヤガヤといった感じにはなかなかなら
なかったようです。でも、青空の下、丸く輪になって食事をしているこの
風景が２年間も無かったのだなぁと思うと、本当に寂しく残念な気持ちに
なりました。子供達が太陽の光をいっぱいに浴びて、屋外で元気に遊べる
ことは、本当に幸せなことだなぁと改めて思いました。お弁当もしっかり
食べてくれたみたいで、私が「お弁当、全部食べた？」と尋ねると元気に
「はい！」と子供達は答えてくれました。これも嬉しかったですね。お家
の方が一生懸命作ってくださったありがたいお弁当、残すようなことがな
いに越したことはありません。 
今後も感染対策を引き続き実施します。本日から運動会の練習も始まり

ました。保護者の皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。中番小学
校は、子供達、保護者の皆様、地域の皆様と相互に連携し、「明日も行きた
い！学びたい！学校」を目指し、教育活動を進め、共に歩んでいきます。 

1 年生歓迎集会！春の遠足!!爽やかな風、3 年ぶりの実施。 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


